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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
黄
金
時
代

は
終
わ
っ
た
？

　

The E
conom

ist

（
１
８
４
５
年
創
刊
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
週
刊
新
聞
）
は
、
２
０
１

８
年
に
「
ス
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

国
際
貿
易
の
著
し
い
減
速
と
そ
の
結
果
に
よ
る

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
黄
金
時
代
の
終
末

を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

世
界
全
体
に
お
け
る
国
内
総
生
産
（
商
品
・

非
商
品
、
財
貨
と
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
に
占
め
る

国
際
貿
易
の
割
合
は
、
２
０
０
８
年
に
は
39
％

で
し
か
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
７
年
に
は
61
％

に
ま
で
上
昇
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
２
０

１
８
年
に
は
58
％
に
減
少
し
、
下
降
傾
向
に
転

じ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の
要
因
の
大

き
な
一
つ
と
し
て
多
国
籍
企
業
に
よ
る
対
外
直

接
投
資
の
割
合
の
減
少
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
１
）
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
―
日
本
経
済
連
携
協
定

　

こ
の
よ
う
な
状
況
と
は
対
照
的
に
、
２
０

１
８
年
7
月
17
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
と
日

本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
―
日
本
経
済
連
携
協

定
（E

conom
ic P

artnership A
greem

ent

以
下
、

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
署
名
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿

易
委
員
会
の
セ
シ
リ
ア
・
マ
ル
ム
ス
ト
ロ
ー
ム

は
、「
日
本
と
我
々
、
世
界
最
大
の
2
つ
の
経

済
国
が
自
由
市
場
を
信
じ
、
一
方
的
主
義
と
保

護
主
義
に
反
対
す
る
強
い
シ
グ
ナ
ル
を
世
界
に

送
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
２
）

。

　

同
協
定
は
２
０
１
３
年
に
交
渉
が
開
始
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
２
０
１
８
年
12
月
27
日
付

け
の
公
式
文
書
（JO

U
E

 L330
）
に
よ
り
２
０

１
９
年
2
月
1
日
の
発
効
が
発
表
さ
れ
た
。
発

効
後
は
国
際
貿
易
の
約
40
％
を
占
め
る
世
界
最

大
規
模
の
自
由
貿
易
経
済
圏
が
誕
生
し
、
6
億

人
に
対
す
る
商
業
的
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
に

な
る

（
３
）

。

　

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
経
済
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
よ

り
多
く
の
中
小
企
業
が
双
方
の
市
場
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
た
め
の
貿
易
と
投
資
の
手
続
き
を
簡

素
化
す
る
規
定
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。
た
と
え
ば
、
技
術
規
定
の
削
減
、
商
業

的
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
通
関
手
続
き
の
簡
素

化
、
原
産
地
規
則
の
使
用
、
知
的
財
産
権
と
地

理
的
表
示
の
保
護
強
化
、
貿
易
の
透
明
性
の
確

保
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
な
ど
で
あ
る

（
４
）

。

つ
ま
り
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の

貿
易
を
促
進
し
、
中
小
企
業
に
多
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
農
産
物
、
食
料
品
、
鉱
工
業
品
、
そ

し
て
林
業
や
漁
業
を
含
む
幅
広
い
分
野
が
そ
の

対
象
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
電
気
通
信
か
ら
郵

便
、
金
融
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出

ま
で
も
が
促
進
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

経
済
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
賭
け

　

経
済
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
恩
恵
は
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
自
由
貿
易
は
関
税
障
壁
の
な

い
輸
出
入
を
可
能
に
す
る
。
消
費
者
に
は
、
価

格
は
安
く
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
幅
が

広
が
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
リ
カ
ー
ド
以
来
、

「
比
較
優
位
」
と
い
う
国
際
分
業
理
論
の
中
心

的
概
念
は
、
機
会
費
用
が
最
小
で
あ
り
利
潤
を

最
大
化
で
き
る
国
内
製
品
の
製
造
に
専
門
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
の
福
祉
の
増
加

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
き
た

（
５
）

。
つ
ま
り

貿
易
の
発
展
と
は
、
製
造
コ
ス
ト
の
高
い
国
か

ら
低
い
国
へ
と
生
産
を
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
、
同
時
に
、
雇
用
が
当
該
分

野
で
増
加
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ

ツ
が
示
し
て
い
る
よ
う
に

（
６
）
、
比
較
優
位
論
、
す

な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
は
利
点
が

あ
る
一
方
で
限
界
が
あ
る
。
と
く
に
、
そ
の
限

界
は
特
定
の
環
境
や
地
域
の
特
殊
性
を
利
点
と

し
て
ロ
ー
カ
ル
な
経
済
が
発
展
し
て
い
る
場
合

に
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
次
元
に
お
け
る

専
門
性
の
高
い
経
営
が
有
す
る
特
異
性
に
は
目

を
配
る
べ
き
重
要
な
要
素
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
に
よ
る
と
、
７
９
２
５
社
が
日
本
に
輸

出
し
、
そ
の
83
％
が
中
小
企
業
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
フ
ラ
ン
ス
で
8
万
７
５
２
１
人
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
73
万
９
５
６
０
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
５
８
０
億
の
商

品
と
２
８
０
億
の
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
に
輸
出
し

て
い
た
が
、
そ
の
時
点
の
関
税
は
高
い
も
の
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
牛
肉
に
対
し
て
は
40
％
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
30
％
、ワ
イ
ン
は
15
％
、チ
ー

ズ
は
最
大
40
％
の
関
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
輸
出
の
手
続
き
は
複
雑
で
多
く
の
時
間

と
費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

諸
々
の
関
税
障
壁
が
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

輸
出
業
者
の
対
日
貿
易
を
阻
む
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
た

（
７
）

。
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
、
２
０
０
品

目
に
の
ぼ
る
商
品
が
「
環
境
に
優
し
い
品
質
の

商
品
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
そ
れ
は
農
家
や
生

産
者
の
労
働
条
件
を
保
護
し
、
環
境
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
公
的
入
札
へ

の
市
場
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に
開
き
、
貿
易
の

自
由
化
か
つ
公
正
化
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

ワ
イ
ン
の
場
合

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ワ
イ
ン
の
日
本
へ
の
輸
出
は

す
で
に
10
億
ユ
ー
ロ
に
達
し
、
金
額
ベ
ー
ス
で

農
業
輸
出
の
2
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
ワ
イ
ン
の
関
税
は
す
べ

て
が
撤
廃
さ
れ
、
日
本
で
の
販
売
価
格
は
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
原
産
地
名
称
に
関
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
原
産
地
名
称
保
護
制
度

（
Ａ
Ｏ
Ｐ
）
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

P
rosecco

（
イ
タ
リ
ア
の
白
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
）
やIrish W

hiskey

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

共
和
国
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
生
産
さ
れ
る

ウ
ィ
ス
キ
ー
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
加
え
て

日
欧
双
方
に
お
い
て
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
に

よ
る
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
地
理
的
原
産

地
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
の
選
択
も
ま
た
可
能
と

な
る

（
８
）
。

　

た
だ
し
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
影
響
に
よ
る
日
本

で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ワ
イ
ン
の
価
格
の
引
き
下

げ
が
輸
入
量
と
消
費
量
に
ど
の
よ
う
に
関
係
す

る
の
か
を
予
想
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
の
要
因
と
し
て
次
の
３
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
一
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ワ
イ
ン
産

業
の
操
業
規
模
、
第
二
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
お

よ
び
そ
れ
以
外
の
国
や
地
域
と
の
経
済
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
の
影
響
、
第
三
に
価
格

（
お
よ
び
所
得
）
に
対
す
る
需
要
弾
力
性
で
あ
る
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
と
日
本
の
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
主
要
ワ
イ
ン
生
産
企
業
の
規
模
格

差
は
極
め
て
大
き
く
、
ワ
イ
ン
生
産
の
経
済
性

あ
る
い
は
消
費
形
態
の
違
い
を
生
み
出
し
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
違
い
の
下
で
行
わ
れ
る
自
由

貿
易
が
、
ワ
イ
ン
の
輸
入
・
輸
出
お
よ
び
消
費

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
・
エ
チ
エ
ン
ヌ
（
仏
モ
ン
ペ
リ
エ
農
業
科
学
大
学
院
名
誉
教
授
） ・
戸
川
律
子
（
京
都
大
学
特
定
研
究
員
）

欧
州
連
合
―
日
本
経
済
連
携
協
定
を
め
ぐ
る
ワ
イ
ン
経
済
の
動
向
と
課
題

コラム

〈
日
本
型
〉ワ
イ
ナ
リ
ー
の
地
域
力

C o l u m n
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か
ら
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
ワ
イ

ン
が
「
大
量
に
」
到
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
ち
ろ
ん
影
響
を
受
け
る
。
２
０
１
５
年
に
は

最
大
の
輸
入
国
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
が
チ
リ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
以
降
、
日
本

に
お
け
る
低
価
格
の
ワ
イ
ン
市
場
は
す
で
に
拡

大
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ド
イ
ツ
と
ス
イ

ス
の
経
験
に
引
き
寄
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
小
規
模
生
産
国
は
輸
入
に
非
常
に
開
放
さ
れ

て
い
な
が
ら
も
、
現
地
品
質
と
差
別
化
生
産
の

た
め
に
特
定
の
市
場
を
維
持
し
て
い
る
。
表
１

の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
輸
入
ワ
イ
ン
の
状
況
を
見
る

と
、
日
本
ワ
イ
ン
は
シ
ェ
ア
が
0
・
3
％
と
小

さ
い
も
の
の
6
・
7
㌦
／
㍑
と
最
も
高
い
価
格

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
日

本
の
ワ
イ
ン
産
業
の
課
題
は
、
生
産
量
を
増
や

す
こ
と
で
は
な
い
。

　

日
本
で
は
２
０
１
５
年
に
い
わ
ゆ
る
「
地
理

的
表
示
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
フ
ラ

ン
ス
Ａ
Ｏ
Ｃ
法
の
80
周
年
に
あ
た
る
。
ワ
イ
ン

の
製
造
方
法
や
表
示
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、

ワ
イ
ン
の
先
進
国
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
準

に
合
わ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
は 

ワ
イ
ン
輸
出
の
円
滑
化
に
関
す
る

独
立
し
た
節
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
他
の
協
定

と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
側
も
ワ
イ
ン

輸
入
に
か
か
っ
て
い
た
関
税
を
即
時
撤
廃
す
る
。

そ
し
て
、「
日
本
ワ
イ
ン
」
醸
造
方
法
が
承
認

さ
れ
れ
ば
、
日
本
ワ
イ
ン
は
Ｅ
Ｕ
の
ワ
イ
ン
醸

造
規
則
に
よ
ら
ず
に
Ｅ
Ｕ
市
場
で
流
通
可
能
に

な
る
。
地
理
的
表
示
に
最
も
重
要
な
の
は
ワ
イ

ン
と
産
地
と
の
関
連
性
で
あ
り
、
そ
の
関
連
性

を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ワ
イ
ン
を
輸
出
す
る
国

に
と
っ
て
、
輸
出
先
の
国
で
そ
の
地
域
固
有
の

付
加
価
値
が
認
定
さ
れ
る
か
否
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る（

（1
（

。

注（
１
）F

iorentino M
arc, 2019, Slow

balisation, 
M
on financier.com

, m
ercredi 
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（
２
）A

rthur R
achel, 2018, W

ine tariffs 
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U
-Japan E

conom
ic 

Partnership A
greem

ent signed, 19-Jul-
2018

（
３
）E

U
-Japan E

conom
ic P

artnership 
A
greem

ent

（E
PA

）. : https://w
w
w
.eu-

japan.eu/

（
４
）Com

m
ission Européenne, 2018

（
５
）D

avid Ricardo(1772-1823)

自
由
貿
易
を
擁
護

す
る
理
論
を
唱
え
た
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者

（
６
）Joseph Eugene Stiglitz 

（1943-

）
ア
メ
リ
カ

の
経
済
学
者
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
、
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
。
著
書M

aking G
lobalization 

W
ork: T

he N
ext Steps to Social Justice

な
ど
。

（
７
）http://ec.europa.eu/trade/policy/in-

focus/eu-japan-econom
ic-partnership-

agreem
ent/eu-japan-in-your-tow

n/france_

en.htm

（
８
）A

rthur R
achel, 2018, W

ine tariffs 
elim

inated as E
U
-Japan E

conom
ic 

Partnership A
greem

ent signed, 19-Jul-
2018

（
９
）T

rade Sustainability Im
pact A

ssessm
ent 

（Final Report

） Free T
rade A

greem
ent 

betw
een the European U

nion and Japan

（
10
）
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
快
く
議
論
に
応
じ
て
く

れ
た
ボ
ル
ド
ー
大
学A

lfredo Coelho

氏
、
モ

ン
ペ
リ
エ
農
業
科
学
大
学
院
博
士
課
程Sam

son 
Zadm

ehran

氏
に
感
謝
し
た
い
。

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
の
予
測
は
難

し
い
も
の
と
な
る

（
９
）
。
２
０
１
２
年
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
は
年
間
1
億
４
４
０
０
万
ヘ
ク

ト
㍑
を
も
生
産
す
る
世
界
最
大
の
ワ
イ
ン
生
産

規
模
を
有
し
、
そ
の
中
で
も
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
は
世
界
有
数
の
生
産
国
で
あ

る
。
一
方
、
日
本
は
ワ
イ
ン
生
産
国
58
か
国
の

う
ち
29
番
目
に
位
置
す
る
生
産
国
で
あ
る
も
の

の
、
生
産
量
は
1
年
間
80
万
ヘ
ク
ト
㍑
に
過
ぎ

な
い
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
以
外
の
国
や
地
域
と
の
経
済
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
以
下
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

と
し
て
知
ら
れ
る
自
由
貿
易
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
そ
の
対
象
と
な
る
主
な
ブ
ド
ウ
栽
培
国

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
チ
リ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
あ
る
。
日
本
の
ワ
イ
ン
市
場
は
国
内
生

産
量
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
推
定

額
は
75
億
ユ
ー
ロ
と
さ
れ
、
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
ワ
イ
ン
を
輸
出
す

る
国
々
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
か
な
り
競
争
関
係

に
あ
る
。
そ
の
割
合
は
、
表
１
で
示
す
よ
う

に
、
約
67
％
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
、
19
％
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ-

５
（
カ
ナ
ダ
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
チ
リ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
か
ら
の
も
の

で
あ
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
輸
入
・
貿
易

額
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
国
に
お
け
る
輸
入

の
4
倍
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市

場
の
規
模
の
大
き
さ
と
こ
の
分
野
の
製
品
に
お

け
る
差
別
化
要
素
の
両
方
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

第
三
の
点
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日

本
へ
の
輸
出
は
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
11
か

国
）
の
両
方
に
対
す
る
こ
れ
ら
１
０
０
％
の
関

税
の
撤
廃
の
た
め
に
、
23
％
の
消
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
よ
り
低
い
価
格

帯
の
ワ
イ
ン
に
対
す
る
需
要
の
強
ま
り
が
推
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
期
に
は
約
18
％

の
消
費
の
増
加
が
妥
当
と
判
断
さ
れ
た
。
と
は

い
え
、
ワ
イ
ン
は
非
常
に
差
別
化
要
素
の
あ
る

製
品
で
あ
り
品
質
や
価
格
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
貿
易
が
日
本
国

内
の
ワ
イ
ン
消
費
に
与
え
る
影
響
の
分
析
に
際

し
て
は
、
操
業
規
模
の
影
響
や
相
対
的
な
所
得

の
向
上
に
よ
る
高
品
質
・
高
価
格
ワ
イ
ン
の
購

入
傾
向
所
得
弾
力
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
ワ
イ
ン
の
消
費
は
需
要
の
価

格
弾
力
性
の
仮
説
ど
お
り
に
変
化
し
な
い
こ
と

を
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め

　

ま
と
め
と
し
て
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
減
速
す
る
傾
向
に
あ
る
現

在
に
お
い
て
、
国
際
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
た
め

の
貴
重
な
機
会
を
与
え
る
も
の
と
い
え
る
。
ワ

イ
ン
の
分
野
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
の
生
産
者
は
こ
の
機
会
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
る
。
既
存
の
市
場
に
お
い
て
劣

位
で
あ
っ
た
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
貴
重

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
ワ
イ
ン
市
場
は
独
占
的
な
競

争
的
市
場
と
な
っ
て
お
り
、
市
場
セ
グ
メ
ン
ト
、

製
品
の
種
類
お
よ
び
国
に
よ
る
需
要
の
価
格
お

よ
び
所
得
に
対
す
る
弾
力
性
の
分
析
は
さ
ら
に

深
め
る
に
値
す
る
。

　

最
後
に
、
日
本
の
ワ
イ
ン
市
場
は
、
新
大
陸

農業と経済●2019・47

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
・
エ
チ
エ
ン
ヌ　

M
ontaigne 

Etienne　

研
究
分
野
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
農
産
物
お
よ
び
農
村
開
発
の
経
済
研
究
。

仏
モ
ン
ペ
リ
エ
国
立
農
業
科
学
大
学
院
大
学

農
業
経
済
学
科
農
業
・
食
品
産
業
経
済
学
教

授
、
農
業
開
発
学
科
長
を
経
て
名
誉
教
授
、

現
職
は
農
村
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
博
士

（
農
業
、
農
業
食
品
お
よ
び
農
村
開
発
経
済

学
）。

と
が
わ　

り
っ
こ　

研
究
分
野
は
国
際
領
域
、

食
文
化
・
食
政
策
研
究
。
フ
ラ
ン
ス
高
等
師

範
学
校
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
歴
史
経
済
学
研
究
科

日
仏
共
同
博
士
課
程
を
経
て
大
阪
府
立
大
学

大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
フ
ラ
ン
ス
現
地
調

査
員
を
経
て
現
職
。
博
士
（
言
語
文
化
学
）。

表 １ 　ワイン・セクター輸入の基本的指標（2014）

輸入国 取引額
US＄（mio）

シェア
％

価格
US＄/ℓ

日本 World
EU

TPP- 5

1834．3
1227．5
349．2

100．0
66．9
19．0

3．47
7．03
3．39

EU World
Japan
TPP- 5

3308．4
8．9

2269．0

100．0
0．3
68．6

2．26
6．70
2．47

Intra-EU 13809．7 -- 2．50

Trade Sustainability Impact Assessment （Final Report） Free Trade 
Agreement between the European Union and Japan, p. 97, 2016.
TPP-5:Canada, US, Chile, Australia and New-Zealand

C o l u m n

https://www.eu-japan.eu/
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